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【研究の背景、必要性】 

 近年，二酸化炭素排出量抑制のためバイオエタノールがガソリン代替燃料として利用され

始めた．これに対し我々は，バイオエタノールを燃料ではなく，炭素数 2-4 の低級オレフィ

ンに変換し，種々の化成品を誘導すれば二酸化炭素の長期固定が可能となり，さらに有益で

あると考えている． 

 

【現行プロセスの問題点は何か？】 

 エタノールをエチレンあるいはブテンに変換する反応（単純脱水あるいは二量化反応）は

容易であり，一部は工業化されている．一方，プロピレンを一段で生成するプロセスはゼオ

ライトやNi-MCM-41触媒上で報告されているが，収率が低い，活性劣化が防げないと言う

問題を抱えている 

 

【本研究で達成したこと】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規な触媒系の発見 

In2O3触媒の高いプロピレン生成活性の発見 

723K で約 30％の収率（反応開始 45 分後） 

問題点Ⅰ：活性劣化が大きい 

原因： ①In2O3が金属 Inに還元される． 

②炭素析出． 

 

問題点Ⅱ：活性向上 

エチレンやアセトン等が副生する． 

対策 

①Sc 添加で In2O3の還元を防止． 

②反応系へ水を添加し炭素析出を抑制． 

対策 

反応経路を解明．水素添加によるアセト

ン→プロピレン反応の促進を着想． 

Sc/In2O3触媒 

823Kでプロピレン収率約60％．773Kで50時間以上安定． 

反応経路：エタノール→アセトアルデヒド→酢酸エチル→アセ

トン→イソプロピルアルコール→プロピレン 


